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議
員
　
本
年
７
月
26
日
、
調
布

飛
行
場
か
ら
離
陸
し
た
自
家
用

機
が
住
宅
地
に
墜
落
し
死
傷
者

を
出
す
大
惨
事
と
な
っ
た
。
住

宅
密
集
地
で
あ
る
上
に
、
全
国

的
に
も
離
着
陸
回
数
が
多
い
飛

行
場
に
お
い
て
、
航
空
管
制
官

を
撤
退
さ
せ
た
ま
ま
航
空
機
の

運
航
を
認
め
て
い
る
こ
と
は
大

き
な
問
題
で
あ
る
。
管
制
官
の

撤
退
に
至
っ
た
経
緯
と
管
制
官

の
権
限
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長
　
平
成
11
年
か
ら
17
年
に

か
け
て
、
国
か
ら
都
に
管
制
業

務
撤
退
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ

が
あ
っ
た
。国
か
ら
は
、調
布
飛

行
場
の
管
制
、
情
報
提
供
業
務

は
、
設
置
管
理
者
で
あ
る
都
が

議
員
　
民
間
を
率
先
し
て
利
用

す
る
こ
と
で
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
選
択
肢
を
増
や
す
杉
並
区
の

杉
並
子
育
て
応
援
券
の
よ
う

な
、
全
額
補
助
バ
ウ
チ
ャ
ー
や

割
引
ク
ー
ポ
ン
な
ど
の
取
り
組

み
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

子
ど
も
政
策
部
長　
利
用
者
に

一
定
の
負
担
を
求
め
る
こ
と

は
、
事
業
の
運
営
上
必
要
と
考

え
て
お
り
、
現
段
階
で
は
実
施

す
る
予
定
は
な
い
。

議
員　
三
鷹
駅
前
デ
ッ
キ
の
喫

煙
所
に
つ
い
て
は
、
駅
ホ
ー
ム

や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
煙
が
流

れ
、
苦
情
が
多
発
し
て
い
る
。

議
員　
市
内
の
企
業
・
事
業
所

数
が
激
減
し
て
い
る
。
事
業
継

続
の
た
め
の
支
援
施
策
の
充
実

に
向
け
た
取
り
組
み
を
聞
く
。

市
長　
も
の
づ
く
り
産
業
集
積

促
進
事
業
や
新
・
元
気
を
出
せ

商
店
街
事
業
補
助
金
等
の
周

知
、
活
用
に
よ
る
支
援
の
他
、

商
店
会
や
異
業
種
に
よ
る
三
鷹

ブ
ラ
ン
ド
の
商
工
業
と
し
て
の

連
携
が
有
効
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
製
造
業
が
営
め
る
準
工

業
地
域
等
の
一
部
を
住
・
工
調

和
形
成
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置
付

議
員　
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
結
婚

に
相
当
す
る
関
係
と
認
め
る
自

治
体
が
出
て
く
る
一
方
で
、
政

府
は
３
世
代
同
居
・
近
居
を
推

進
す
る
少
子
化
社
会
対
策
大
綱

を
今
年
３
月
に
閣
議
決
定
し
て

議
員　
近
年
、
食
生
活
を
め
ぐ

る
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
そ

の
影
響
が
顕
在
化
す
る
中
で
、

国
は
「
食
育
」
の
重
要
性
に
つ

い
て
の
認
知
度
を
高
め
る
よ
う

努
め
て
い
る
。
国
の
第
２
次
食

育
推
進
基
本
計
画
及
び
都
の
食

育
推
進
計
画
に
基
づ
く
、
本
市

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長　
本
市
で
は
、国
の
計
画
、

と
り
わ
け
都
の
計
画
と
の
整
合

を
図
り
、
食
育
に
よ
る
健
康
づ

く
り
推
進
の
立
場
か
ら
、
多
摩

府
中
保
健
所
、
Ｊ
Ａ
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
し
て
、
三
鷹
市
と

い
う
地
域
の
特
性
を
生
か
し
効

果
的
に
事
業
を
進
め
て
い
る
。

議
員　
本
市
は
子
ど
も
の
食
育

に
関
し
て
、
保
護
者
、
教
育
関

係
者
等
の
意
識
向
上
を
図
り
な

が
ら
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
家
庭
に
お
け
る
食

休
業
日
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ

い
て
所
見
を
伺
う
。

教
育
部
長　
有
意
義
と
考
え
る

が
、
十
分
な
準
備
が
必
要
で
あ

り
、
検
討
課
題
と
し
た
い
。

議
員　
今
年
の
夏
休
み
、
寝
屋

川
市
で
中
学
１
年
生
の
殺
害
事

件
が
起
こ
っ
た
。
学
校
の
目
が

議
員　
市
立
中
学
校
で
は
、
年

間
授
業
時
数
が
増
え
た
平
成
24

年
度
か
ら
３
年
間
、
中
学
校
長

会
の
要
望
を
受
け
て
夏
休
み
の

最
後
の
数
日
間
を
授
業
日
と
し

た
が
、
今
年
度
取
り
や
め
た
。

変
更
の
経
緯
と
理
由
を
伺
う
。

教
育
長　

試
行
的
に
認
め
た

が
、
部
活
動
の
大
会
や
高
校
入

試
説
明
会
と
の
日
程
重
複
等
の

課
題
が
判
明
し
、
26
年
度
で
終

了
し
た
。
今
後
は
土
曜
日
等
で

時
数
を
確
保
す
る
見
通
し
だ
。

議
員　
小
・
中
学
校
で
夏
休
み

議
員
　
道
路
行
政
に
つ
い
て
、

本
市
で
は
、
生
活
道
路
の
速
度

抑
制
策
と
し
て
、
路
上
に
障
害

物
が
あ
る
よ
う
な
描
画
を
す
る

イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
の
設
置
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
効
果
の
検
証

と
今
後
の
展
望
を
聞
く
。

市
長
　
市
道
に
お
け
る
交
通
事

故
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

一
定
の
効
果
が
上
が
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
積

極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
生
活
道
路
の
一
方
通
行

化
は
、
交
通
静
穏
化
や
防
犯
な

ど
、
安
全
安
心
の
メ
リ
ッ
ト
が

多
く
あ
る
。
市
の
一
方
通
行
化

推
進
に
お
け
る
所
見
を
聞
く
。

市
長　
周
辺
地
域
全
体
の
調
整

が
必
要
と
な
る
た
め
、
交
通
管

理
者
と
丁
寧
な
協
議
を
し
な
が

ら
、
進
め
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ

は
進
め
て
い
き
た
い
。

２７・１１・８

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
加
藤
　
浩
司
　
議
員

食
育
の
推
進
に
取
り
組
み

学
校
給
食
に
市
内
産
野
菜
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
土
屋
　
健
一
　
議
員

心
身
の
健
康
づ
く
り
が
で
き
る

安
全
な
夏
休
み
の
環
境
整
備
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
渥
美
　
典
尚
　
議
員

生
活
道
路
や
事
故
危
険
箇
所
の

安
全
対
策
を
進
め
よ

　
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
吉
野
　
和
之
　
議
員

伝
統
的
な
家
族
の
重
要
性
を

地
域
で
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
よ

や
さ
し
い
市
政
へ
　
伊
沢
　
け
い
子
　
議
員

調
布
飛
行
場
の
安
全
確
保
の
た
め

航
空
管
制
官
の
存
置
を
求
め
る

維
新
の
党
　
増
田
　
仁
　
議
員

利
便
性
の
向
上
と

公
平
性
の
担
保
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
石
井
　
良
司
　
議
員

継
続
可
能
な
商
工
業
の
育
成
と

都
市
整
備
計
画
に
つ
い
て

議
員　
死
傷
事
故
が
多
発
し
て

い
る
交
差
点
な
ど
が
指
定
さ
れ

る
「
事
故
危
険
箇
所
」
に
連
雀

通
り
の
一
部
が
指
定
さ
れ
て
い

る
。市
の
認
識
と
対
応
を
聞
く
。

市
長　
こ
れ
ま
で
も
、
幹
線
道

路
で
歩
道
の
空
間
が
十
分
で
な

い
路
線
に
つ
い
て
は
、
早
期
に

拡
幅
整
備
を
行
う
よ
う
都
に
要

望
し
て
き
て
い
る
。
都
及
び
警

察
と
連
携
し
て
、
交
通
事
故
の

防
止
に
努
め
て
い
く
。

議
員　
事
故
危
険
箇
所
に
指
定

さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
も
、
同

様
の
危
険
が
あ
る
事
故
多
発
場

所
に
つ
い
て
の
対
応
を
聞
く
。

都
市
整
備
部
長　
新
み
ち
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー

事
業
に
よ
る
交
差
点
改
良
や
事

故
等
が
発
生
し
た
際
に
周
辺
の

学
校
等
と
情
報
共
有
す
る
こ
と

で
再
発
防
止
に
努
め
て
い
る
。

期
間
が
異
な
り
、
子
ど
も
、
保

護
者
・
学
校
・
地
域
に
不
都
合
が

及
ん
だ
。
事
前
に
十
分
検
討
す

べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
恒
久
的
な
制
度
改
正

で
は
な
く
、
例
外
的
な
措
置
と

し
て
認
め
た
も
の
だ
。

議
員　
今
後
の
土
曜
授
業
日
を

全
中
学
校
で
統
一
で
き
る
か
。

教
育
長　
日
程
選
択
の
権
限
は

各
学
校
長
に
あ
る
。

議
員　
近
年
、
教
員
の
勤
務
時

間
が
増
え
て
い
る
。
夏
休
み
に

教
職
員
あ
る
い
は
職
員
の
完
全

届
き
に
く
い
夏
休
み
は
、
地
域

社
会
の
見
守
り
が
不
可
欠
だ
。

駅
周
辺
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
の
警

察
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
や
関
係
者
と
の
協
議
の

場
を
設
け
、
情
報
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
強
め
て
い
き
た
い
。

育
の
推
進
に
つ
い
て
聞
く
。

教
育
長　
今
後
も
各
学
校
を
通

し
て
家
庭
へ
の
啓
発
を
図
り
、

健
康
な
身
体
を
つ
く
る
と
と
も

に
、
食
物
の
生
産
者
へ
の
感
謝

の
心
を
養
う
な
ど
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
食

育
の
展
開
を
目
指
し
た
い
。

議
員　
国
の
第
２
次
食
育
推
進

基
本
計
画
で
は
、
学
校
給
食
に

お
け
る
市
内
産
野
菜
等
の
使
用

率
の
目
標
値
を
30
％
以
上
と
設

定
し
て
い
る
が
、
本
市
で
は
現

状
約
２
％
と
な
っ
て
い
る
。
今

年
度
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
の
か
聞
く
。

教
育
長　
今
年
度
、
庁
内
に
学

校
給
食
等
へ
の
市
内
産
野
菜
活

用
推
進
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
お

り
、
Ｊ
Ａ
と
も
連
携
し
な
が
ら

使
用
率
の
向
上
に
向
け
た
積
極

的
な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

し
て
、
新
し
い
家
族
の
あ
り
方

を
制
度
と
す
る
に
は
、
慎
重
に

勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

議
員　
小
・
中
学
校
の
道
徳
で

は
、
伝
統
的
家
族
の
よ
さ
を
と

も
に
考
え
る
指
導
が
さ
れ
て
い

る
。
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

教
育
長　
家
族
の
変
わ
ら
ぬ
重

要
性
と
、
時
代
と
と
も
に
変
化

す
る
形
態
や
役
割
等
を
、
子
ど

も
た
ち
が
自
ら
考
え
、
家
族
の

一
員
と
し
て
主
体
的
に
生
活
す

る
力
を
育
む
こ
と
が
大
切
だ
。

議
員　

教
材
「
私
た
ち
の
道

徳
」
は
、
家
庭
で
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

い
る
。
家
族
を
め
ぐ
る
社
会
情

勢
の
変
化
に
つ
い
て
、
市
長
の

基
本
的
見
解
を
伺
う
。

市
長　
家
族
の
重
要
性
を
認
識

す
る
と
と
も
に
、
中
立
・
公
平

な
行
政
に
責
務
を
持
つ
立
場
と

教
育
長　
学
校
を
通
じ
て
、
子

ど
も
た
ち
が
夏
季
休
業
中
に
持

ち
帰
り
、
家
族
と
話
し
合
う
働

き
か
け
等
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
中
で
多
様
な
家
族
を
認

め
合
い
、
協
力
す
る
こ
と
は
必

要
だ
が
、
世
代
を
つ
な
ぐ
伝
統

的
な
家
族
の
重
要
性
に
つ
い
て

地
域
で
考
え
、
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
道
徳
授
業
地
区
公
開

講
座
等
を
活
用
し
、
と
も
に
議

論
し
考
え
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
情
報
化
教

育
に
つ
い
て

け
て
い
る
が
、
ゾ
ー
ン
内
に
マ

ン
シ
ョ
ン
等
が
増
え
る
と
工
場

等
の
建
て
替
え
が
難
し
く
な

る
。対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
地
区
計
画
や
特
別
用
途

地
区
制
度
等
を
活
用
し
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
今
後

も
用
途
地
域
本
来
の
土
地
利
用

の
誘
導
に
よ
り
、
商
工
業
の
振

興
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
製
造
業
の
物
流
機
能
強

化
の
た
め
に
、
南
北
道
路
網
や

主
要
市
道
の
早
期
拡
充
整
備
、

広
域
幹
線
道
路
と
の
連
携
が
必

要
だ
。
所
見
を
聞
く
。

市
長　
本
市
の
都
市
計
画
道
路

の
整
備
率
は
よ
う
や
く
50
％
を

超
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き

続
き
都
に
整
備
を
要
請
す
る
な

ど
、
基
盤
整
備
に
つ
い
て
注
力

し
て
い
き
た
い
。

議
員　
準
工
業
地
域
周
辺
の
道

路
は
、狭
あ
い
、一
方
通
行
が
多

い
た
め
、
事
業
者
の
車
の
出
入

り
が
難
し
い
。
道
路
の
拡
幅
等

の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

第
二
副
市
長　
指
摘
の
点
に
つ

い
て
課
題
が
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
い
る
。
積
極
的
に
都
に
働

き
か
け
る
等
し
て
い
き
た
い
。

準工業地域にある狭あいな道路

人
口
密
度
の
高
い
公
共
的
空
間

は
原
則
全
面
禁
煙
に
す
べ
き

だ
。
対
策
を
聞
く
。

都
市
整
備
部
長　
現
在
、
環
境

の
改
善
に
向
け
日
本
た
ば
こ
産

業
㈱
と
協
議
・
検
討
し
て
い
る
。

議
員　
外
国
人
の
扶
養
控
除
に

つ
い
て
は
、
戸
籍
制
度
が
な
い

国
な
ど
も
あ
り
、
申
請
内
容
の

真
偽
が
確
か
め
ら
れ
な
い
。
扶

養
親
族
の
確
認
方
法
を
聞
く
。

市
民
部
長　
国
内
に
居
住
す
る

扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
、
住
所

地
の
自
治
体
に
確
認
を
し
て
い

る
が
、
国
外
に
居
住
し
て
い
る

場
合
、確
認
は
行
っ
て
い
な
い
。

実
施
す
べ
き
と
説
明
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
17
年
８
月
に
国
か
ら

都
に
対
し
て
撤
退
通
知
が
あ
っ

た
。次
に
、管
制
官
の
権
限
は
離

着
陸
許
可
、
管
制
圏
内
を
飛
行

す
る
航
空
機
へ
の
飛
行
指
示
、

空
港
内
を
走
行
す
る
航
空
機
へ

の
走
行
指
示
な
ど
で
あ
る
。

議
員　
三
鷹
市
か
ら
国
及
び
都

に
対
し
て
、
航
空
管
制
官
を
存

置
す
る
よ
う
要
望
す
べ
き
と
考

え
る
。
見
解
を
聞
く
。

市
長　
対
応
に
つ
い
て
は
丁
寧

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

一
般
質
問
の
模
様
は
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
本
会
議

録
画
中
継
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。


